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１、NICU、GCU一床につき設置、維持費はどれくらいかかるのか。また、整備を行う医療機関に対して具体的にどれだけの助成を行うのか。

予算案では2700万円が計上されているが、NICUやGCUの設備を考えると助成額は少ないのではないか？

２、横浜のNICU、GCU不足は、単純に設置数が想定よりも少ないためなのか、それとも長期入院児のような他の問題によるものなのか。

資料を見た限り横浜市にはかなりの数のNICUがあると見受けられますが、新規事業で新設を推奨していると言う事は、やはり横浜でもNICU,GCUが足りていないと思われます。

では、その不足の要因として最も大きいものは何なのか？

３、毎年、NICUによる処置が必要となる新生児は市内で何人(新生児の何割)ほどいるのか。
４、NICUを設置した当初は、一床で年に何人ほど処置する想定だったのか。そして、現在NICU一床につき平均で年に何人の未熟児を処置できているのか。
５、一般的な未熟児よりも長期間NICUでの保護が必要な新生児(長期入院児)が横浜市内のNICUの何割ほどを占めているのか。

６、周産期救急医療に携わるような医師を増やす施策は行っているのか？

NICUやGCUを増やしても、そこに携わる医師が増えなければ現職の医師の負担が増えるだけであり、結果として機能しなくなる可能性もある。

そのような問題に対する対策を何か行っているのか？

７、今後NICU、GCUをどれだけ増やしていきたいのか。また、助成のための予算の増額の予定はあるのか。
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